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○ 令和６年（2024年）１月１日16時10分にマグニチュード（M）7.6、深さ16kmの地震が発生し、石川県輪島市（わじまし）、志賀町（しかまち）で震度７を観測
したほか、北海道から九州地方にかけて震度６強～１を観測。

○ この地震により石川県能登に対して大津波警報を、山形県から兵庫県北部を中心に津波警報を発表し、警戒を呼びかけ。
○ 気象庁では、１月１日のM7.6の地震及び令和２年（2020年）12月以降の一連の地震活動について、その名称を「令和６年能登半島地震」と定めた。

■震度分布図
１月１日16時10分の地

震

■津波警報等発表状況（１月１日16時22分発表）

震度７：石川県志賀町

震度７：石川県輪島市

■津波の観測状況

令和６年能登半島地震の概要 （令和６年１月１日16時10分の地震）
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令和6年能登半島地震 能登半島 初動対応20240101 ～執務室の状況～
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令和6年能登半島地震 能登半島 初動対応20240102 ～ドライバー救援～



ドローン撮影
5

令和6年能登半島地震 能登半島 初動対応20240102 ～先遣隊がルートを探しながら各市役所へ～
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令和6年能登半島地震 能登半島道路啓開



令和6年能登半島地震 能登半島 道路の緊急復旧の経緯

県道１号 輪島市三井町で
の啓開作業（１月３日撮影）

深見海岸 海側からの
重機運搬（１月１４日撮影）

○緊急復旧（道路啓開）作業の様子

発災後３日で縦軸・横軸ラインを確保
1/9に主要な幹線道路の約８割、
1/15に約９割の緊急復旧が完了

写真①

写真②

＜孤立集落の解消に向け、県・自衛隊と連携し、陸・海・空からくしの歯状の緊急復旧を以下の手順で実施＞
○1/2 七尾市から、輪島市役所、珠洲市役所、能登町役場まで普通車での通行を確保
○1/4  輪島市役所、珠洲市役所、能登町役場まで大型車が通行可能となり、縦軸・横軸ラインを確保
○1/8 「くしの歯」の「歯」になる幹線道路の緊急復旧を継続し、能登半島内陸及び海側から７ルートを確保
○1/15 日本海側へ９ルートを確保し、緊急復旧を加速。国道249号等半島内の主要な幹線道路の約９割で緊急復旧完了
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〇奥能登地域への大動脈である能越道・のと里山海道において、通行機能に著しい支障が生じた大規模崩壊が２８箇所発生するなどの被害を受け、応急復旧を実施
〇のと里山海道においては、直轄権限代行により実施
〇令和６年７月１７日に全線で対面通行を確保し、能登大橋付近の片側交互通行を令和６年９月１０日に解除
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令和6年能登半島地震 能登半島 道路の緊急復旧の経緯 ～能越自動車道・のと里山海道～
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令和6年能登半島地震 権限代行箇所



禄剛崎灯台

道の駅
「狼煙」

垂水の滝

輪島朝市

輪島キリコ会館

道の駅
「千枚田ﾎﾟｹｯﾄﾊﾟｰｸ」

道の駅
「すず塩田村」

白米千枚田

のと三井ＩＣ

のと里山空港ＩＣ

【凡例】
：応急復旧（一般開放）
：緊急車両等のみ通行可
：孤立集落となった地域（R249沿線）
：主要観光地

②①

③

④ ⑤
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令和6年能登半島地震 国道２４９号権限代行区間の大崩落箇所 位置図
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令和6年能登半島地震 国道２４９号権限代行区間 ～調査状況～



能越自動車道 のと里山空港IC～穴水IC間

2024年01月02日 2024年04月13日 2024年05月21日 2024年07月18日
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国道249号 中屋トンネル工区

2024年01月12日 2024年08月02日 2024年09月29日 2025年07月17日

国道249号 千枚田工区

2024年02月05日 2024年05月09日 2024年09月23日 2025年05月15日

令和6年能登半島地震 国道２４９号権限代行区間 ～被災箇所の変遷①～
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国道249号 大川浜工区

2024年02月05日 2024年04月12日 2024年08月17日 2025年05月15日

国道249号 逢坂トンネル工区

2024年06月11日 2024年06月12日 2024年07月13日 2025年05月15日

国道249号 大谷トンネル工区

2024年04月12日 2024年07月04日

2024年09月27日

2024年10月31日
2025年011月14日

令和6年能登半島地震 国道２４９号権限代行区間 ～被災箇所の変遷②～



禄剛崎灯台

道の駅
「狼煙」

垂水の滝

輪島朝市

輪島キリコ会館

道の駅
「千枚田ﾎﾟｹｯﾄﾊﾟｰｸ」

道の駅
「すず塩田村」

白米千枚田

のと三井ＩＣ

のと里山空港ＩＣ

（本復旧）現道復旧

（本復旧）別線トンネル

（本復旧）隆起海岸を活用

（本復旧）別線トンネル

○ 迂回路となり得る県道・市道の有無や、隆起海岸と崩落土砂の到達範囲などを加味した本復旧方針を基に、原位置復旧や隆起海岸を活用した別線復旧およびトンネルによる別線復旧を実施中。

○ 権限代行区間約53㎞全区間の本復旧は、用地取得や大型構造物の施工等が順調に進んだ場合、令和１１年春迄の完了を予定しています。

○ 令和６年能登半島地震から５ヶ年程度での本復旧完了を目指し、一日でも早い本復旧完了に向け工程短縮を図っていきます。
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①

④

【凡例】
：応急復旧（一般開放）
：緊急車両等のみ通行可
：孤立集落となった地域（R249沿線）
：主要観光地

令和6年能登半島地震 国道２４９号権限代行区間の大崩落箇所 復旧状況



・９月２０日から２２日にかけて、日本海の低気圧や前線に向かって南から暖かく湿った空気が流れ込んだため、大気の状態が非常に不安定になり石川県能登地域では記録的な大雨と
なった。
・この期間の日最大１時間降水量は輪島で１２１ｍｍ（９月２１日）、珠洲で８４．５ｍｍ（９月２１日）、月最大２４時間降水量は輪島で４１２ｍｍ（９月２１日８時
１０分から９月２２日８時１０分まで）、珠洲で３１５ｍｍ（９月２１日８時５０分から９月２２日８時５０分まで）となり統計開始以来１位となった。

mm 年月日　時分(まで) mm 年月日

輪島（ワジマ） 121
2024/9/21  9:22

(R6.9.21)
73.7

1936/9/15
(S11.9.15)

珠洲（スズ） 84.5
2024/9/21  10:07

(R6.9.21)
73

2007/8/22
(H19.8.22)

地点
これまでの1位の値今回の豪雨

積算解析雨量分布図
（９月２１日００時から９月２３日２４時）

※出典：気象庁
HP

月最大２４時間降水量（過去最大値との比較）

(mm)

日最大１時間降水量（過去最大値との比較）

月最大２４時間降水量：４１２ｍｍ
(9月21日8時10分から9月22日8時10分まで)

日最大1時間降水量：121.0mm
(9月21日8時22分から9時22分)

※グラフは毎正時

日最大1時間降水量：84.5mm
(9月21日9時7分から10時7分)

※グラフは毎正時

月最大２４時間降水量：３１５ｍｍ
(9月21日8時50分から9月22日8時50分まで)

mm 年月日　時分(まで) mm 年月日

輪島（ワジマ） 412
2024/9/22  8:10

(R6.9.22)
220

2005/6/28
(H17.6.28)

珠洲（スズ） 315
2024/9/22  8:50

(R6.9.22)
195

1997/6/29
(H9.6.29)

地点
今回の豪雨 これまでの1位の値

9/21 9/22 9/23 9/24

9/21 9/22 9/23 9/24

気象庁 珠洲地域気象観測所

気象庁 輪島特別地域気象観測所

※出典：気象庁HP

【大雨】大雨に関する気象概要
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【大雨】能登復興事務所による初動対応

発災当日（9/21）に国道249号等の復旧工事を受注していた企業のうち
8社が今回の豪雨に伴う初動対応として緊急復旧（道路啓開）を実施

能登復興事務所が能登最前線に拠点を構え、大雨発災直後から市長などとのホットラインを構築
復興事務所の工事受注者が発災当日、現地にいたことにより、早期の緊急復旧（道路啓開）に着手でき初動対応がとれた

(株)安藤・間

清水建設(株)

(株)大林組

すず塩田村

狼煙

輪島

のと里山空港

桜峠

(株)熊谷組

前田建設工業(株)

(株)安藤・間

南建設(株)

日本海建設(株)

(株)門寺建設

受注企業名 復旧工事・作業

1 前田建設工業(株) 令和６年能登半島地震 国道２４９号啓開作業その１

2 (株)熊谷組 令和６年能登半島地震 国道２４９号啓開作業その２

3 (株)大林組 令和６年能登半島地震 国道２４９号啓開作業その３

4 清水建設(株) 令和６年能登半島地震 国道２４９号啓開作業その４

5 (株)安藤・間 令和６年能登半島地震 国道２４９号啓開作業その５

6 (株)門寺建設 Ｒ６ ２４９号珠洲地区道路復旧その１工事

7 日本海建設(株) ２４９号輪島地区道路復旧その６工事

8 南建設(株) Ｒ５能越道 市ノ瀬地区道路改良その６工事
Ｒ６能越道 横地地区道路改良その６工事

能登復興事務所

珠洲市

輪島市
能登町

穴水町

七尾市

河原田川水系の
災害復旧

能越自動車道の
災害復旧・改築

町野川水系の
災害復旧

宝立正院海岸の
災害復旧

能登復興事務所の
事業箇所

能登復興事務所設置（R6.2.16）

発災直後から最前線で指揮を
執る能登復興事務所

※発災翌日から8社・9班 60名体制で国道249号等の道路啓開を実施
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令和6年に能登半島で発生した災害時における孤立集落の状況

○能登半島地震では、発災から約18日後に孤立集落が実質的に解消している。

○令和6年9月の大雨時では、発災から約6日後に孤立集落が実質的に解消している。
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道路の復旧状況（能登北部エリア）

出典：令和６年能登半島地震 道路の本格復旧・復興に向けた連絡調整会議（第１１回） 資料 18



令和７年度出水期までの進捗状況 ＜地すべり対策：曽々木地区＞

撮影：R6年9月

撮影：R7年5月 撮影：R6年10月

撮影：R6年9月

曽々木川

大雨後 ①大雨後

応急対策完了後 ①’土砂撤去状況

写真①

写真①’

曽々木川

249

249

249

249
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○令和６年能登半島地震及び同年９月の大雨により甚大な地すべり被害が発生した石川県輪島市町野町曽々木地区では、落石等による二次災害の恐れがある
環境下で災害復旧工事を実施。

○県外からでも遠隔操縦が可能な無人バックホウ等を導入することにより、安全かつ効率的に工事を推進するとともに、オペレーター不足の解消にも寄与。

＜工事概要（曽々木地区）＞

●工事名：令和６年度能登半島地震地すべり
（曽々木･渋田）緊急復旧工事

●場  所：石川県輪島市町野町曽々木地先

●工  期：令和6年2月26日
～令和7年12月26日

●受注者：(株)大林組

●内 容：河道掘削、土砂流出防止工
水抜きボーリング工
落石防護柵、崩土撤去(※)、他

※遠隔操縦バックホウで作業
する工種

遠隔操縦概要図（(株)大林組提供）

曽々木地区の全景

千葉県君津での遠隔操縦状況（写真左がCD、右がBH操縦席）

操縦室

移動式操縦室

斜面中腹での崩土堆積状況

BHCDBH

CD

BH:バックホウ CD：クローラダンプ

崩土

無人BH(遠隔操縦)による急峻な斜面中腹部での崩土撤去作業
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道路啓開・復旧工事で活躍する新技術 ～県外からの遠隔操作～



• 石川県珠洲市の道路啓開において、特殊な建設機械「スパイダー」を導入
• スパイダーは、多脚式走行システム（４輪操舵）を有するバックホウで、道路啓開における障害物除去作業、土砂崩落・急傾斜地での走行が可能な建設機械
• 全国で１０台程度ある機械のうち、国土技術政策総合研究所が保有する１台を、能登復興事務所にて活用

平地部の状況

バケットによる掘削作業 21

道路啓開・復旧工事で活躍する新技術 ～特殊な機械「スパイダー」の導入～

把み装置（グラップル）による倒木除去作業

不陸部の乗り越え状況



○ AIドローンを活用し、レベル3.5飛行で、自動で発災時に速やかに現地調査をし現況を把握
○ ３Dデータの差分解析で被災状況を詳細まで確認し、初動の効率化を検証

・国道２４９号中屋トンネル工区で、８月の豪雨前後での比較を実施
■検証概要

■検証箇所

中屋工区
1.2km

塚田川工区
※ポート設置箇所は、

輪島消防署屋上

・国道２４９号中屋トンネル工区（道路）
・塚田川工区（河川、砂防） で試行

AIドローン SkydioX10

特徴①： AIによる障害物回避
AIが障害物を認識・回避することで

モバイル通信による遠隔操縦のハードルが大幅に低下

特徴②： 高性能カメラ
(望遠タイプ) 約243m先のナンバープレートを読取可能

(広角タイプ) コンクリートの0.1mmの亀裂を検出

特徴③： 対天候・夜間飛行性能
IP55等級の高い防水防塵性能

アタッチメントにより、昼夜問わず飛行可能

自動充電・自動離発着機能付き

Skydio Dock for X10により、

Dock・AIドローン・モバイル通信を組み合わせることで

遠隔操縦で即時現場へ駆付け可能
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道路啓開・復旧工事で活躍する新技術 ～ドローンを活用した管理の高度化（試行）～



○ 石川県と連携し、ドローンの官民共用・防災モデルの構築を目指す

「世界初」 のインフラ監視・半島防災モデル “Ishikawaモデル”

ドローンの官民共用・防災モデル （奥能登板デジタルライフライン） 利用体制イメージ
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道路啓開・復旧工事で活躍する新技術 ～ドローンを活用した管理の高度化（試行）～



能登半島絶景海道の創造的復興に向けた基本方針

能登半島絶景海道の創造的復興に向けた検討会
事務局：石川県土木部道路建設課 石川県土木部道路整備課 石川県奥能登土木総合事務所 石川県中能登土木総合事務所 国土交通省北陸地方整備局能登復興事務所 国土交通省北陸地方整備局金沢河川国道事務所

～ぐるっと感動 まるごと能登！～ 能登半島絶景海道
ロゴマーク

国道２４９号や県道などの能登半島沿岸部を通る道路について、滞在型観光の促進・「道の駅」の集客強化・サイクルツーリズムの活性化・魅力ある風景街道の
創出などにより、国内外から人が集まる絶景海道を目指します。

 ：能登半島絶景海道想定エリア
 ：奥能登絶景海道ルート
 ：「道の駅」
 ：行政界

能登半島絶景海道想定エリア図

能登の魅力を「ぐるっと感動!」

能登の絶景、豊かな自然、伝統ある祭礼
や技術など魅力たっぷりな能登。能登な
らではの地理的な特徴を生かし、世界中
から能登をゆっくりと堪能してもらう滞
在型観光の促進を目指します。

人が集まる「道の駅」へ

旅の目的地から地域づくりの拠点へと進
化する「道の駅」。観光拠点としての整
備や特産品の販売に加え、地域の賑わい
に貢献するサービス提供など、観光客と
地域の交流の場をつくります。

じてんしゃ旅、ふたたび

自転車が快適に走れる環境づくりに加え、
震災で縮小したサイクルイベントへの支
援を通じて、能登の魅力を国内・海外に
発信し、サイクルツーリズムを盛り上げ
ます。

風景街道がつむぐ絆を未来へ

能登の旅から人と風景をつなぐ風景街道。
魅力ある風景や震災を活用した観光コン
テンツの充実などを通じて地域で活動す
る様々な団体と交流・関係人口とをつな
ぐ道づくりを進めます。

和倉温泉（七尾市）

巌門（志賀町）

ボラ待ちやぐら（穴水町）

曽々木海岸（輪島市）
禄剛埼灯台（珠洲市）

白米千枚田（輪島市）

妙成寺（羽咋市）

九十九湾（能登町）
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北陸圏域道路啓開計画の概要（１／３）
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令和７年１２月２５日発表資料



現場から見える奥能登の魅力

InstagramYouTube

復旧・復興の今を発信 若手職員による現場紹介復旧・復興の進捗情報

Web page X

さあ、
力をひとつに今
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